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角度をOと定義し，数粒子静止系における粒の往置を 0=0とする. (b)液濡運動の相区 (c)実
験室系から見た時のj夜諦重心の軌顕'. (c-1)ε=1， α=1の時.液請は直進運動する. (c-2)ε=3， 
α=1の時.液滴は回転運動する.
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ゥ=ro rOC としてこれらの条件から速度場を計算すると，液滴の重心を中心に一様に自転す
る流れ場の回転角速度ωは下のように求まる.
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